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★調査の概要 

調査地域 鹿児島市全域 

調査対象 18歳以上の男女 3,000人 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査期間 令和２年８月７日（金）～令和２年８月 28日（金） 

調査方法 郵送での本人記入方式若しくはインターネット回答 

回収数 1,178件（39.3%） 

★概要版閲覧時の留意点 

①グラフ中の「n=」は、母数となるサンプル数(回答者数)を示しています。 

②集計結果は百分率で算出し、四捨五入（小数点第 2 位）の関係上、百分率の合計が 100%にならない場合が

あります。 

★回答者の基本情報 

 

 

男性

40.8%女性

57.0%

無回答

2.1%

【性別】(n=1,178)

１０代

1.5%

２０代

8.6%

３０代

11.8%

４０代

16.5%

５０代

18.6%

６０代

23.9%

７０歳以上

18.2%

無回答

1.0%

【年齢】(n=1,178)
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❏男女平等意識について 

❖ 様々な分野における男女の地位の平等意識 

－ 「社会通念や慣習、しきたりの中で」は不平等感が高い － 

男女の地位の平等感についてみると、「③学校（学校教育）の中で」においては平等感が不平等感を上回って

いますが、その他の分野では不平等感が平等感を上回っています。また、「⑦社会通念や慣習、しきたりの中で」

では、「平等になっている」（6.3%）と「不平等な点がある」（71.8%）に 60ポイント以上の差がみられます。 

 

 

性別でみると、「平等になっている」と感じている割合は全ての項目において女性より男性が高くなっており、

男女間で意識の差がみられます。中でも、「①家庭で」「⑥法律や制度の上で」においてはその差が大きくなって

います。 

  

36.4%

23.0%

28.1%

16.6%

11.1%

19.0%

6.3%

40.6%

46.0%

22.3%

46.3%

54.8%

43.4%

71.8%

16.8%

15.8%

20.7%

23.9%

17.2%

20.1%

13.1%

3.4%

7.8%

18.3%

8.6%

11.8%

12.3%

5.3%

2.8%

7.4%

10.6%

4.8%

5.1%

5.2%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭で

職場で

学校（学校教育）の中で

地域社会の中で

政治の場で

法律や制度の上で

社会通念や慣習、しきたりの中で

平等になっている 不平等な点がある どちらともいえない わからない 無回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

(ｎ＝1,178)

30.5%

45.3%

20.1%

27.2%

23.8%

34.7%

11.9%

23.5%

6.3%

18.3%

12.5%

28.5%

4.9%

8.1%

48.7%

30.6%

45.7%

47.8%

20.1%

25.6%

45.5%

48.0%

56.0%

53.8%

44.3%

42.4%

73.4%

70.7%

16.2%

18.1%

16.8%

14.3%

24.9%

15.8%

27.7%

18.7%

17.4%

17.7%

22.3%

17.7%

12.5%

14.6%

3.4%

2.9%

9.5%

5.4%

21.0%

14.6%

10.4%

6.4%

15.0%

7.5%

15.8%

7.9%

6.3%

4.4%

1.2%

3.1%

7.9%

5.2%

10.3%

9.4%

4.5%

3.3%

5.4%

2.7%

5.1%

3.5%

3.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性(n=672)

男性(n=481)

女性(n=672)

男性(n=481)

女性(n=672)

男性(n=481)

女性(n=672)

男性(n=481)

女性(n=672)

男性(n=481)

女性(n=672)

男性(n=481)

女性(n=672)

男性(n=481)

平等になっている 不平等な点がある どちらともいえない わからない 無回答

①家庭で

②職場で

③学校（学校教育）

の中で

④地域社会の中で

⑤政治の場で

⑥法律や制度の上で

⑦社会通念や慣習、

しきたりの中で
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❖ 男女が平等でない原因 

－ 「男女の役割に対する考え方」「社会的な慣行・しきたり」が原因と感じる人が多い － 

男女における不平等感の原因についてみると、「男女の役割に対する考え方」（64.8%）が最も高く、次いで「社

会的な慣行・しきたり」（61.4%）となっています。 

性別でみると、「男性の理解不足」（女性：28.9%、男性：17.9%）では、女性が男性を 11.0ポイント上回って

います。 

 

 

❖ 選択的夫婦別姓に対する考え 

－ 「そうすべきでない」と思うのは女性より男性が多い － 

選択的夫婦別姓に対する考えについてみると、「どちらともいえない」（41.6%）が最も高く、次いで「そうす

べきだと思う」（34.6%）となっています。 

性別でみると、「そうすべきでない」（女性：11.2%、男性：21.8%）では女性が男性を 10.6 ポイント下回り、

「どちらともいえない」（女性：45.5%、男性：35.3%）では女性が男性を 10.2ポイント上回っています。 

 

  

64.8%

61.4%

29.4%

26.3%

24.3%

12.9%

6.0%

1.3%

0.9%

67.6%

62.0%

27.4%

24.9%

28.9%

11.3%

6.5%

0.6%

0.8%

62.1%

60.9%

32.8%

28.3%

17.9%

14.7%

5.4%

2.0%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男女の役割に対する考え方

社会的な慣行・しきたり

身体的・生理的な差

男性・女性の性別にまつわる偏見

男性の理解不足

法律や制度

女性の理解不足

その他

わからない

全体(n=1,092)

女性(n=627)

男性(n=448)

34.6%

34.4%

36.0%

15.5%

11.2%

21.8%

41.6%

45.5%

35.3%

6.8%

7.4%

5.6%

1.5%

1.5%

1.2%

全体

(n=1,178)

女性

(n=672)

男性

(n=481)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そうすべきだと思う そうすべきでない どちらともいえない わからない 無回答

※複数回答 
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❖ 男女が平等になるために重要なこと 

－ 女性や男性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念やしきたり、慣習の見直しが必要 － 

男女が平等になるために重要なことについてみると、「女性／男性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念

やしきたり、慣習の見直し」（62.6%）が最も高くなっています。 

性別でみると、「女性の経済力の向上」（女性：31.4%、男性：15.0%）では女性が男性を 16.4ポイント上回り、

「法律や制度面の見直し」（女性：19.6%、男性：29.5%）では 9.9ポイント、「女性の政治・職場・社会活動への

積極的な参画」（女性：14.6%、男性：23.9%）では 9.3ポイント、女性が男性を下回っています。 

 

 

  

62.6%

29.1%

24.5%

24.2%

23.6%

18.4%

17.5%

17.4%

16.6%

12.6%

1.3%

2.0%

0.8%

61.5%

31.7%

31.4%

26.2%

19.6%

14.6%

15.9%

18.9%

14.6%

15.2%

1.2%

2.4%

0.7%

64.9%

25.6%

15.0%

21.2%

29.5%

23.9%

19.8%

14.8%

19.5%

9.8%

1.0%

1.5%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性／男性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念や

しきたり、慣習の見直し

男性の理解や協力

女性の経済力の向上

女性自身の自覚と知識・能力の向上

法律や制度面の見直し

女性の政治・職場・社会活動への積極的な参画

職場内での男女平等処遇の徹底

家庭・学校での男女平等教育の充実

企業や政府などの重要な役職への女性の登用

女性の就業、社会参画を支援する施設やサービスの充実

その他

わからない

特にない

全体(n=1,178)

女性(n=672)

男性(n=481)

※複数回答



4 

❏家庭生活について 

❖ 性別役割分担に対する考え方 

－ 『賛成』と思う割合は女性より男性が高い － 

「男性は仕事、女性は家庭」という性別役割分担に対する考え方についてみると、全体では、『賛成』（「賛成」

＋「どちらかといえば賛成」）が 20.6%、『反対』（「反対」＋「どちらかといえば反対」）が 65.7%となっていま

す。 

性別でみると、『賛成』（女性：15.4%、男性：26.6%）では女性が男性を 11.2ポイント下回り、『反対』（女性：

71.5%、男性：58.4%）では女性が男性を 13.1ポイント上回っています。 

 

 

 

❖ 家庭で高齢者介護を女性が多く担っていることに対する考え方 

－ 男性も分担すべきと思う割合は６割超 － 

家庭で高齢者介護を女性が多く担っていることに対する考え方についてみると、「夫や息子など男性も分担す

べきである」（65.9%）が最も高く、次いで「現状ではやむをえない」（27.2%）となっています。 

性別でみると、「夫や息子など男性も分担すべきである」（女性：70.1%、男性：60.1%）では女性が男性を 10.0

ポイント上回っています。 

 

 

 

 

  

2.3%

1.9%

2.5%

18.3%

13.5%

24.1%

36.5%

40.5%

31.0%

29.2%

31.0%

27.4%

12.6%

11.9%

14.1%

1.1%

1.2%

0.8%

全体

(n=1,178)

女性

(n=672)

男性

(n=481)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

0.5%

0.7%

0.2%

27.2%

24.1%

31.8%

65.9%

70.1%

60.1%

3.3%

2.2%

5.0%

2.2%

1.5%

2.5%

0.9%

1.3%

0.4%

全体

(n=1,178)

女性

(n=672)

男性

(n=481)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当然だと思う 現状ではやむをえない 夫や息子など男性も分担すべきである その他 わからない 無回答
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❖ 「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の関わり方の希望と現実 

－ 「仕事」と「家庭生活」をともに優先させたいが、女性の現実では「家庭生活」が優先である － 

「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度の希望と現実についてみると、全体では、「仕事」にお

いて、現実（23.1%）が希望（4.7%）より高く、大きな差がみられます。一方、「仕事」と「家庭生活」と「地域・

個人の生活」においては、希望（16.0%）が現実（5.9%）より高く大きな差がみられます。 

性別でみると、「家庭生活」については、女性は希望（24.1%）より現実（33.3%）が高くなり、男性は希望（20.2%）

より現実（17.5%）が低くなっています。 

 

 
 

  

4.7%

23.1%

1.9%

19.0%

8.3%

28.3%

22.5%

26.6%

24.1%

33.3%

20.2%

17.5%

2.8%

3.1%

1.8%

1.9%

4.0%

4.6%

34.6%

26.5%

32.0%

23.7%

39.1%

30.8%

3.7%

2.0%

3.6%

1.3%

4.0%

3.1%

10.9%

6.3%

12.6%

7.3%

8.3%

4.8%

16.0%

5.9%

18.2%

6.5%

12.5%

5.0%

3.7%

4.9%

4.5%

5.2%

2.9%

4.6%

1.1%

1.6%

1.3%

1.6%

0.8%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

希望

現実

希望

現実

希望

現実

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

わからない

無回答

全体(n=1,178)

女性(n=672)

男性(n=481)
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❏社会活動・地域活動について 

❖ 社会活動・地域活動への参加状況 

－ ＰＴＡや子ども会などの青少年育成活動の参加者は女性が多い － 

社会活動・地域活動への参加状況についてみると、全体では、「特にない」（44.8%）が最も高く、次いで「町

内会・自治会の活動」（27.3%）、「趣味やスポーツなどのサークル活動」（19.8%）となっています。 

性別でみると、「ＰＴＡや子ども会などの青少年育成活動」（女性：17.0%、男性：5.0%）で差が最も大きく、

女性が男性を 12.0ポイント上回っています。 

 

 
 

 

  

27.3%

19.8%

11.9%

11.0%

7.4%

5.1%

2.5%

1.5%

1.1%

1.0%

44.8%

27.7%

18.9%

17.0%

11.5%

6.0%

6.4%

3.0%

1.5%

0.1%

0.6%

43.8%

26.6%

21.4%

5.0%

10.2%

9.1%

3.3%

2.1%

1.7%

2.5%

1.7%

46.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内会・自治会の活動

趣味やスポーツなどのサークル活動

ＰＴＡや子ども会などの青少年育成活動

職場や学校のグループ活動

ボランティア活動

市民講座、教養講座などの講座受講

女性団体や老人クラブなどの団体活動

子育てや環境保全などの市民活動

政治活動、労働運動

その他

特にない

全体(n=1,178)

女性(n=672)

男性(n=481)

※複数回答
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❏就労について 

❖ （結婚、子育てを踏まえた）女性の仕事に対する考え 

－ 理想では約８割が仕事を続けたいと思っているが、現実では６割程度である － 

女性の仕事に対する考えについてみると、全体の理想では、「結婚や出産後も、ずっと仕事は続ける」（31.2%）

が最も高く、現実では、「子育ての時期に一時的にやめて、その後はパートタイムで仕事を続ける」（32.2%）が

最も高くなっています。「子育ての時期に一時的にやめて、その後はパートタイムで仕事を続ける」については、

現実（32.2%）が理想（25.4%）より高くなっています。 

 

 

 

❖ 現実の働き方で「仕事を（一時的に）やめる」「仕事はもたない」を選んだ理由 

－ 男性より女性のほうが「家族の理解が得られない（得られなかった）から」と感じている割合が高い － 

現実の働き方で「仕事を（一時的に）やめる」「仕事はもたない」を選んだ理由をみると、全体では、「仕事と

家事・育児の両立は大変だ（だった）から」（48.3%）が最も高く、次いで「家事・育児に専念したい（したかっ

た）から」（36.6%）、「職場の慣行や雰囲気で仕事を続けることはできない（できなかった）から」（17.9%）とな

っています。 

性別でみると、「夫や家族の理解が得られない（得られなかった）から」（女性：13.6%、男性：4.2%）で差が

最も大きく、女性が男性を 9.4ポイント上回っています。 

 

  

31.2%

19.5%

34.5%

23.4%

26.6%

14.1%

23.6%

12.5%

20.2%

11.6%

28.5%

13.7%

25.4%

32.2%

27.7%

30.9%

22.1%

34.8%

7.9%

10.5%

7.2%

10.2%

9.4%

10.8%

5.4%

9.9%

5.7%

9.5%

5.3%

10.6%

1.4%

3.2%

1.6%

2.3%

0.7%

4.3%

5.1%

12.1%

3.0%

12.0%

7.4%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理想

現実

理想

現実

理想

現実

結婚や出産後も、ずっと仕事は続ける 子育ての時期に一時的にやめて、その後はフルタイムで仕事を続ける

子育ての時期に一時的にやめて、その後はパートタイムで仕事を続ける 子どもができたら仕事はやめる

結婚したら仕事はやめる 仕事はもたない

わからない

全体(n=997)

女性(n=559)

男性(n=417)

48.3%

36.6%

17.9%

14.9%

9.3%

8.4%

47.9%

37.0%

17.8%

13.6%

13.6%

9.3%

49.0%

36.2%

18.3%

16.7%

4.2%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事と家事・育児の両立は大変だ（だった）から

家事・育児に専念したい（したかった）から

職場の慣行や雰囲気で仕事を続けることはできな

い（できなかった）から

保育施設等が充実していない（いなかった）から

夫や家族の理解が得られない（得られなかった）

から

その他

全体(n=700)

女性(n=376)

男性(n=312)

※複数回答
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❖ 社会全体としての女性の働きやすさに対する考え 

－ 働きやすいと感じている割合は約５割 － 

社会全体としての女性の働きやすさに対する考えについてみると、全体では、「ある程度働きやすい」（46.9%）

が最も高く、次いで「あまり働きやすいとはいえない」（31.7%）となっています。 

 

 

 

❖ 女性が働きにくいと思う理由 

－ 「女性が働きやすい労働条件・環境が整っていない」と感じている人は約６割 － 

女性が働きにくいと思う理由についてみると、全体では、「女性が働きやすい労働条件・環境が整っていない」

（60.9%）が最も高く、次いで「育児施設・サービスが十分でない」（46.4%）、「働く場が限られている」（31.5%）

となっています。 

性別でみると、「働く場が限られている」（女性：25.1%、男性：42.8%）では女性が男性を 17.7ポイント下回

り、「家族の理解、協力が得にくい」（女性：16.3%、男性：4.6%）では女性が男性を 11.7ポイント上回っていま

す。 

  

5.2%

3.9%

7.1%

46.9%

44.0%

50.7%

31.7%

34.5%

27.9%

4.2%

4.6%

3.7%

8.8%

9.7%

7.7%

3.3%

3.3%

2.9%

全体

(n=1,178)

女性

(n=672)

男性

(n=481)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

働きやすい ある程度働きやすい あまり働きやすいとはいえない 働きにくい わからない 無回答

60.9%

46.4%

31.5%

26.5%

16.4%

15.9%

11.8%

11.6%

11.6%

7.3%

2.6%

59.3%

48.7%

25.1%

30.0%

17.9%

14.1%

16.3%

9.5%

10.3%

6.8%

2.7%

64.5%

42.8%

42.8%

21.1%

13.8%

19.7%

4.6%

15.1%

14.5%

8.6%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性が働きやすい労働条件・環境が整っていない

育児施設・サービスが十分でない

働く場が限られている

男性は仕事、女性は家庭という社会通念がある

職場や職場の周りの人々の協力が得にくい

結婚・出産退職の慣行がある

家族の理解、協力が得にくい

能力発揮の場が少ない

昇進・教育訓練などで男女に差がある

セクシュアル・ハラスメントの被害にあうことがある

その他

全体(n=422)

女性(n=263)

男性(n=152)

※複数回答 



9 

❏教育について 

❖ 子どもの育て方に対する考え 

－ 大半の人が「性別にかかわりなく子どもの個性を重視して育てる方がよい」と思っている － 

子どもの育て方に対する考えについてみると、全体、男女ともに「性別にかかわりなく子どもの個性を重視

して育てる方がよい」の割合が約９割を占めています。 

 

 

 

❖ 子どもに期待する学歴 

－ 女の子も男の子も「大学まで」との回答が多い － 

子どもに期待する学歴についてみると、女の子・男の子ともに「大学まで」（女の子：53.6%、男の子：64.6%）

が最も高くなっていますが、「女の子」が「男の子」を 11.0ポイント下回っています。また、「短期大学・高等

専門学校まで」（女の子：13.7%、男の子：3.9%）では「女の子」が「男の子」を 9.8ポイント上回っています。 

 

 

 

 

  

3.5%

2.2%

5.0%

87.4%

88.4%

86.9%

7.1%

7.3%

6.4%

0.5%

0.6%

0.4%

1.5%

1.5%

1.2%

全体

(n=1,178)

女性

(n=672)

男性

(n=481)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男の子だから、女の子だからということを重視して育てる方がよい

性別にかかわりなく子どもの個性を重視して育てる方がよい

どちらともいえない

その他

無回答

(n=1,178)

5.6%

4.2%

8.7%

4.8%

13.7%

3.9%

53.6%

64.6%

3.4%

7.3%

10.6%

10.5%

4.4%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女の子

男の子

高等学校まで 専門学校・各種学校まで 短期大学・高等専門学校まで

大学まで 大学院まで その他

無回答

(n=1,178)
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❏女性の政策参画について 

❖ 方針・政策を決める際の女性の意見の反映度 

－ 職場や地域社会では反映度は高いものの、市政・県政の場や国政の場では２割程度である － 

方針・政策を決める際の女性の意見の反映度についてみると、『反映されている』（「十分に反映されている」

＋「ある程度反映されている」）の割合は、「職場で」（53.8%）と「地域社会で」（43.5%）、『反映されていない』

（「あまり反映されていない」＋「全く反映されていない」）の割合は、「市政・県政の場で」（40.4%）と「国政

の場で」（44.8%）が高くなっています。 

 

 

 

❖ 政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由 

－ 約７割が「男性中心の組織運営」と感じている － 

政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由についてみると、全体では、「男性中心の組織運営」

（69.2%）が最も高く、次いで「家庭・地域・職場における固定的な性別役割分担、性差別意識」（56.5%）とな

っています。 

性別でみると、「家族の理解や協力がない」（女性：28.9%、男性：18.9%）では女性が男性を 10.0ポイント上

回っています。 

 

  

11.5%

4.5%

1.8%

1.3%

42.3%

39.0%

23.9%

21.1%

20.9%

25.4%

36.2%

37.2%

1.8%

2.2%

4.2%

7.6%

6.4%

8.7%

9.7%

8.8%

12.3%

16.3%

20.3%

19.9%

4.8%

3.9%

4.0%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職場で

地域社会で

市政・県政の場で

国政の場で

十分に反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 全く反映されていない

どちらともいえない わからない 無回答

(n=1,178)

69.2%

56.5%

26.9%

24.8%

24.5%

22.9%

2.2%

5.4%

68.6%

59.1%

26.8%

28.9%

25.1%

22.3%

1.9%

5.8%

70.3%

54.3%

27.0%

18.9%

23.9%

24.1%

2.7%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性中心の組織運営

家庭・地域・職場における固定的な性別役割分担、

性差別意識

女性の能力開発の機会が不十分

家族の理解や協力がない

女性が積極的でない

女性の活動を支援するネットワークの不足

その他

わからない

全体(n=1,178)

女性(n=672)

男性(n=481)

※複数回答 
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❏人権・暴力について 

❖ ドメスティック・バイオレンス（配偶者等からの暴力）に対する考え方 

－ 大半の人が「どんな理由があっても暴力はふるうべきではない」と考えている － 

ドメスティック・バイオレンス（配偶者等からの暴力）に対する考え方についてみると、『思う』（「そう思う」

＋「ややそう思う」）の割合は、「ドメスティック・バイオレンスは人権を侵害する行為である」（96.8%）、「どん

な理由があっても暴力はふるうべきではない」（97.4%）、「暴力は個人的な問題ではなく、社会的に対策が必要

な問題だ」（83.0%）、「夫婦間の暴力であっても、求めに応じて警察や行政の相談機関が積極的に関わるべきで

ある」（93.3%）において高くなっています。一方、『思わない』（「あまりそう思わない」＋「そう思わない」）の

割合は「暴力をふるわれる方にも問題がある」（55.6%）、「暴力をふるう相手と別れたいのであれば、いつでも別

れられると思う」（46.4%）で約半数となっています。 

 

 

 

❖ 配偶者等からのＤＶの被害経験の有無 

－ 女性の約５人に 1人が「身体的暴力」「精神的暴力」の経験有 － 

配偶者等からのＤＶの被害経験の有無についてみると、『あった』（「何度もあった」＋「１・２度あった」）の

割合は、男女ともに「①身体的暴力」の割合が高く、性別では女性の割合が高くなっています。 

 

  

92.4%

88.7%

6.7%

27.6%

52.8%

73.4%

4.4%

8.7%

34.2%

22.4%

30.2%

19.9%

0.7%

0.7%

25.0%

27.6%

8.5%

3.1%

0.5%

0.4%

30.6%

18.8%

5.3%

1.2%

2.0%

1.5%

3.5%

3.6%

3.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ドメスティック・バイオレンスは人権を侵害する

行為である

どんな理由があっても暴力はふるうべきではない

暴力をふるわれる方にも問題がある

暴力をふるう相手と別れたいのであれば、

いつでも別れられると思う

暴力は個人的な問題ではなく、社会的に対策が

必要な問題だ

夫婦間の暴力であっても、求めに応じて警察や

行政の相談機関が積極的に関わるべきである

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
(n=1,178)

4.6%

2.8%

7.8%

3.8%

4.8%

2.0%

5.8%

0.8%

16.0%

10.2%

10.0%

8.4%

6.9%

1.3%

9.3%

3.6%

72.9%

77.7%

75.7%

78.3%

82.0%

87.5%

78.5%

84.9%

6.5%

9.2%

6.5%

9.5%

6.3%

9.2%

6.5%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性(n=539)

男性(n=391)

女性(n=539)

男性(n=391)

女性(n=539)

男性(n=391)

女性(n=539)

男性(n=391)

何度もあった １・２度あった まったくない 無回答

①身体的暴力

②精神的暴力

③経済的暴力

④性的暴力
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❖ 10代から 20代における交際相手からのＤＶの被害経験の有無 

－ 女性の約９人に 1人が「精神的暴力」「性的暴力」の経験有 － 

10 代から 20代における交際相手からのＤＶの被害経験の有無についてみると、『あった』（「何度もあった」

＋「１・２度あった」）の割合は、「④性的暴力」の割合が高く、性別では女性の割合が高くなっています。 
 

 

 

❏男女共同参画に関する用語について 

❖ 用語の認知度 

－ 全体的に、用語の内容まで知っている人の割合は低い － 

男女共同参画に関する用語の認知度についてみると、「男女共同参画社会基本法」「男女雇用機会均等法」「配

偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）」「ジェンダー（社会的・文化的に形成され

た性別）」の認知度（「言葉も内容も知っている」＋「言葉だけは知っている」）が高くなっています。 
 

  

3.1%

0.9%

3.5%

1.2%

2.9%

0.6%

3.1%

0.3%

6.6%

3.5%

7.4%

3.5%

3.3%

1.5%

8.2%

2.0%

89.5%

93.0%

88.3%

92.4%

92.8%

95.3%

87.5%

94.7%

0.8%

2.6%

0.8%

2.9%

1.0%

2.6%

1.2%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性(n=488)

男性(n=342)

女性(n=488)

男性(n=342)

女性(n=488)

男性(n=342)

女性(n=488)

男性(n=342)

何度もあった １・２度あった まったくない 無回答

①身体的暴力

②精神的暴力

③経済的暴力

④性的暴力

25.5%

16.1%

59.8%

39.2%

11.5%

6.4%

40.8%

4.3%

27.3%

16.8%

2.8%

9.3%

8.5%

51.0%

45.5%

33.4%

47.0%

44.2%

25.2%

31.7%

13.2%

27.3%

28.9%

8.0%

42.0%

38.8%

19.6%

34.2%

3.3%

9.8%

39.6%

64.1%

23.3%

78.5%

41.2%

50.3%

85.1%

44.6%

48.5%

3.9%

4.2%

3.6%

4.0%

4.7%

4.3%

4.2%

4.0%

4.2%

3.9%

4.1%

4.1%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男女共同参画社会基本法

女子差別撤廃条約

男女雇用機会均等法

配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護に関する法律（ＤＶ防止法）

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

（女性活躍推進法）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康と権利）

ワーク・ライフ・バランス

ダイバーシティ

ＳＯＧＩ（ソジ）

鹿児島市男女共同参画計画

鹿児島市男女共同参画条例

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない 無回答(n=1,178)
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❏行政について 

❖ 男女共同参画社会形成のために行政が力を入れるべきこと 

－ 約７割が「男女が共に家庭と仕事を両立できるような労働環境の整備を行う」ことと考えている － 

男女共同参画社会形成のために行政が力を入れるべきことについてみると、「男女が共に家庭と仕事を両立で

きるような労働環境の整備を行う」（69.2%）が最も高く、次いで「保育所や児童クラブなどの施設や育児サービ

ス、制度の充実を図る」（49.7%）、「高齢者や障害者に対する施設・介護支援などの福祉政策を充実する」（41.8%）

となっています。 

 

 

 

69.2%

49.7%

41.8%

41.1%

39.1%

38.7%

35.1%

34.4%

25.5%

24.7%

15.7%

1.8%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男女が共に家庭と仕事を両立できるような

労働環境の整備を行う

保育所や児童クラブなどの施設や育児サービス、

制度の充実を図る

高齢者や障害者に対する施設・介護支援などの

福祉政策を充実する

職場における男女の均等な取扱いについて周知徹底を行う

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が

少なかった分野などへの女性の進出を促進するための

職業教育や訓練を充実する

女性を政策や方針決定の場に積極的に登用する

学校教育の場で男女の平等と相互の理解や協力についての

学習を充実する

法律や制度の面での見直しを行う

女性に対する暴力を根絶するための取組を進める

女性団体や女性のリーダーを養成する

女性や男性の生き方に関する情報提供や交流の場、

相談、教育などのセンターを充実する

その他

特にない

(n=1,178)

※複数回答 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画に関する市民意識調査 概要版 
鹿児島市市民局市民文化部 男女共同参画推進課 

 

〒890-0054 

鹿児島市荒田１丁目４番１号 

電話 099-813-0852 ＦＡＸ 099-813-0937 


